
新入会社紹介

炭平コーポレーションは建設の材料を取り扱っている商社
です。幅広い商品数と豊富な在庫量でお客様のニーズに応
じた商品を提供するとともに、建材に付随する工事も手が
けることで、住環境や社会のインフラを支えています。B to 
B ビジネスが事業の中心ではありますが、お客様である工
務店やゼネコンのその先にいるエンドユーザーの思いやト
レンドを把握し、地域に密着した一流のサービスを展開して
社会的分野に幅広く貢献しています。

炭平コーポレーション株式会社

https://www.sumihei.co.jp/第2ブロック第2ブロック

当賛助会は、公益社団法人全国自治体病院協議会への協力と自治体病院の発展に寄与すること
を目的としています。

第1
ブロック 医療機器部門

（25社）
エア・ウォーター防災㈱
協和医科器械㈱
グリーンホスピタルサプライ㈱
コヴィディエンジャパン㈱
コニカミノルタジャパン㈱
サカセ化学工業㈱
サクラ精機㈱
GEヘルスケア・ジャパン㈱
シーメンスヘルスケア㈱
㈱ジェイ・トラスト
シスメックス㈱
㈱島津製作所
㈱タカゾノ
㈱千代田テクノル
テルモ㈱
日機装㈱
ニプロ㈱
日本光電工業㈱
㈱フィリップス・ジャパン
フクダ電子㈱
富士電機㈱
富士フイルムメディカル㈱
㈱ホギメディカル
村中医療器㈱
㈱理舎

第2
ブロック 設備部門

（39社）

第4
ブロック 製薬部門

（9社）
エーザイ㈱
共創未来ファーマ㈱
沢井製薬㈱
武田薬品工業㈱
田辺三菱製薬㈱
東和薬品㈱
日本ケミファ㈱
Meiji Seika ファルマ㈱
持田製薬㈱

第5
ブロック 資材サービス部門

（33社）
㈱アートネイチャー
㈱ＩＮＥ
㈱アイシーエム
㈱アペックス
㈱アメニティ
㈱インフォマート
㈱ヴァイタス
㈱エヌジェーシー
㈱エフエスユニマネジメント
㈱MHA
㈱エラン
㈱LSIメディエンス
㈱グローバルヘルスコンサルティング・ジャパン
㈱ココカラファイン ヘルスケア
㈱サン・システム
㈱サンワ
㈱シード・プランニング
㈱ジェイワールドトラベル

第3
ブロック 設計建築部門

（28社）
㈱梓設計
㈱石本建築事務所
㈱伊藤喜三郎建築研究所
㈱医療開発研究所
㈱奥村組
鹿島建設㈱
㈱教育施設研究所
㈱楠山設計
㈱久米設計
㈱佐藤総合計画　
㈱昭和設計
㈱大建設計
大成建設㈱
大和リース㈱
㈱竹中工務店
戸田建設㈱
㈱内藤建築事務所
㈱内藤ハウス
西松建設㈱
㈱藤木工務店
㈱フジタ
㈱プラスPM
㈱松田平田設計
㈱松村組
三井住友建設㈱
㈱村田相互設計
㈱山田綜合設計
㈱横河建築設計事務所

※各会員企業へのご連絡・ご相談は・・・ 
会長会社　　　　　　　㈱伊藤喜三郎建築研究所
副会長会社（会計）　　　㈱エヌジェーシー
副会長会社（総務）　　　富士電機㈱

公益社団法人全国自治体病院協議会と共に54年

全国自治体病院協議会・賛助会

会員数 134社　2021年9月1日現在

全国自治体病院協議会・賛助会
http://www.jmha-p.net/
QRコードで確認できます

2021年度 三役会社

㈱じほう
㈱ジャパンビバレッジホールディングス
㈱ソラスト
大日商事㈱
㈱トーカイ
㈱ニチイ学館
㈱日本経営戦略人事コンサルティング
日本調剤㈱
富士産業㈱
ベストワールド㈱
㈱ホスピタルヘルスケア
㈱丸井工文社
メディカル・データ・ビジョン㈱
八尾医療PFI㈱
㈱リブドゥコーポレーション

アーパス技研工業㈱
㈱アイホー
アイホン㈱
アズビル㈱
アルファエネシア㈱
㈱アルメックス
㈱S&Sエンジニアリング
㈱荏原製作所
㈱オカムラ
㈱くろがね工作所
㈱ケアコム
コクヨ㈱
コマニー㈱
斎久工業㈱
三建設備工業㈱
㈱三晃空調
シーホネンス㈱
三和シヤッター工業㈱
炭平コーポレーション㈱
㈱スローライフジャパン
㈱セントラルユニ
ダイダン㈱

高砂熱学工業㈱
田島ルーフィング㈱
東西化学産業㈱
㈱中西製作所
日本空調システム㈱
㈱日本シューター
日本調理機㈱
能美防災㈱
㈱パートナ
パラマウントベッド㈱
不二サッシ㈱
㈱フジマック
フランスベッド㈱
文化シヤッター㈱
ホシザキ東京㈱
㈱ＬＩＸＩＬ
ＹＫＫＡＰ㈱

会社ＨＰ

メディカル・データ・ビジョンという社名には、“豊富な実証
データに基づいた医療の実現”という意味がこめられていま
す。当社は2003年の創業以来、膨大に蓄積された医療・健
康情報を有効活用することが、今以上の医療の質向上、ひ
いては生活者にとってのメリット創出につながると考え、事
業を展開してまいりました。そしてその先に目指すのは、

「生活者が、生涯を通じて自身の医療・健康情報を把握でき
る社会」「それらの情報をもとに、自身で医療・健康分野の
サービスを選択できる社会」です。

メディカル・データ・ビジョン株式会社

https://www.mdv.co.jp/第５ブロック第５ブロック 会社ＨＰ

　当全国自治体病院協議会・賛助会は全国自治体病院協議会が1962年4月に設立されたのを受け、自治体病院の発展に寄与
することを目的とし、1968年7月17日に病院関連の有志企業によって結成されました。 
　現在は134社（2021年9月1日現在）が加入し協議会会員である自治体病院に対し医療にかかわる情報の提供、業務改善提
案、学会、研究会、講習会、展示会等に対する協力等の事業を行っています。又、様々な行事を通し会員相互の向上を図るための
活動も積極的に行っています。 

2021年9月現在、新型コロナ感染拡大防止の観点より、上記活動を自粛あるいは形式を変えての開催とさせて
いただいております。
最新の活動状況は賛助会ウェブサイト上でお知らせしておりますので、ご確認下さい。

１ 定時総会（年次活動報告、収支報告、監査報告）
２ 協議会との意見交換会
３ 研修会（講演会、病院見学会等）
４ 新春賀詞交歓会
５ 全国自治体病院学会やブロック会議への参加
６ 協議会との情報交換会（協議会に対し最新事例や業界最新動向・情報を発信）
７ 寄付活動（協議会及び学会へ）

「賛助会の成り立ち」 

主な活動

Japan Municipal Hospital 
Association・Partners

全国自治体病院協議会・賛助会広報誌
http://www.jmha-p.net/

Vol.13
秋
2021年

賛助会活動報告／賛助会会員名簿

撮影：賛助会 第１ブロック　河尻浩司氏
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公益社団法人  全国自治体病院協議会
仙賀 裕  参与  インタビュー

●新たに加わった2社の紹介

理念

基本方針

会員
病院事業に関わる事業を
営む者で本会の主旨を十
分に理解した法人です

①協議会と協議会所属病
院が行う事業に対し協
力します

②会員を対象とする研修
会等を実施します

③その他本会の目的達成
のため必要な事業を行
います

公益社団法人全国自治体
病院協議会と自治体病院
の発展に寄与することを目
指します

自治体病院とともに54年

http://www.jmha-p.net/Vol.13%E7%A7%8B2021%E5%B9%B4%E8%B3%9B%E5%8A%A9%E4%BC%9A%E6%B4%BB%E5%8B%95%E5%A0%B1%E5%91%8A%EF%BC%8F%E8%B3%9B%E5%8A%A9%E4%BC%9A%E4%BC%9A%E5%93%A1%E5%90%8D%E7%B0%BF%E6%92%AE%E5%BD%B1%EF%BC%9A%E8%B3%9B%E5%8A%A9%E4%BC%9A
http://www.jmha-p.net/Vol.13%E7%A7%8B2021%E5%B9%B4%E8%B3%9B%E5%8A%A9%E4%BC%9A%E6%B4%BB%E5%8B%95%E5%A0%B1%E5%91%8A%EF%BC%8F%E8%B3%9B%E5%8A%A9%E4%BC%9A%E4%BC%9A%E5%93%A1%E5%90%8D%E7%B0%BF%E6%92%AE%E5%BD%B1%EF%BC%9A%E8%B3%9B%E5%8A%A9%E4%BC%9A
http://www.jmha-p.net/Vol.13%E7%A7%8B2021%E5%B9%B4%E8%B3%9B%E5%8A%A9%E4%BC%9A%E6%B4%BB%E5%8B%95%E5%A0%B1%E5%91%8A%EF%BC%8F%E8%B3%9B%E5%8A%A9%E4%BC%9A%E4%BC%9A%E5%93%A1%E5%90%8D%E7%B0%BF%E6%92%AE%E5%BD%B1%EF%BC%9A%E8%B3%9B%E5%8A%A9%E4%BC%9A
http://www.jmha-p.net/Vol.13%E7%A7%8B2021%E5%B9%B4%E8%B3%9B%E5%8A%A9%E4%BC%9A%E6%B4%BB%E5%8B%95%E5%A0%B1%E5%91%8A%EF%BC%8F%E8%B3%9B%E5%8A%A9%E4%BC%9A%E4%BC%9A%E5%93%A1%E5%90%8D%E7%B0%BF%E6%92%AE%E5%BD%B1%EF%BC%9A%E8%B3%9B%E5%8A%A9%E4%BC%9A
http://www.jmha-p.net/Vol.13%E7%A7%8B2021%E5%B9%B4%E8%B3%9B%E5%8A%A9%E4%BC%9A%E6%B4%BB%E5%8B%95%E5%A0%B1%E5%91%8A%EF%BC%8F%E8%B3%9B%E5%8A%A9%E4%BC%9A%E4%BC%9A%E5%93%A1%E5%90%8D%E7%B0%BF%E6%92%AE%E5%BD%B1%EF%BC%9A%E8%B3%9B%E5%8A%A9%E4%BC%9A
http://www.jmha-p.net/Vol.13%E7%A7%8B2021%E5%B9%B4%E8%B3%9B%E5%8A%A9%E4%BC%9A%E6%B4%BB%E5%8B%95%E5%A0%B1%E5%91%8A%EF%BC%8F%E8%B3%9B%E5%8A%A9%E4%BC%9A%E4%BC%9A%E5%93%A1%E5%90%8D%E7%B0%BF%E6%92%AE%E5%BD%B1%EF%BC%9A%E8%B3%9B%E5%8A%A9%E4%BC%9A


公益社団法人　全国自治体病院協議会

仙賀 裕　参与　インタビュー

 事務局
例えば誰が口火を切ろうとしているとか、誰が言っている
ときに対して何か突っ込もうとしているときに、横にいるとな
んとなくその気配が伝わってきますが、オンラインでやって
いるとそういったことは全く伝わらないし、こっちが誰かに
指を差しても、誰を指差しているか分からない。
我々はそのようにして同じ空間にいることでコミュニケー
ションを取ってきたはずなんですよね。それで足りないとこ
ろをそうやって補ってきたと思うんです。人間って。
 仙賀参与
結局、コミュニケーションを取らなくても済むような何かの
書類を作るとか、エクセルで表を作るとか、そんなのは在
宅ワークでいいですね。でも言われたように、同じ空間で
コミュニケーションをとる中で、あいつは俺と気が合うとか、
あいつとは合わないなとか、そういうのが微妙にあって、そ
れでもなんか上手く回っていたような気もしますけどね。
自治体病院協議会の常務理事の先生たちって、病院長
になっている人たちだから“一国一城の主”なんですよ。人
を上手く引っ張っていくという能力があるからこそ病院長
になっているわけなので、外部に向かってバランスを取り
つつ、自分の病院の立ち位置を考えながら、地方だったら
どの病院が一番大きいとか、民間病院がないとか、民間
病院としのぎ合いで耐えていたりとか、そういう苦労や悩
みを一国一城の主になった人たちが、もっと自由に喋れる
ような場であったらいいなと。
そういう意味で、みんなに意見を言わせるような会合に
なってほしいなというふうに思います。
 事務局
今、我々は賛助会の役員として賛助会を何とか盛り上げ
ようとして頑張っている中で、先生も且つては協議会の常
務理事を務められて、今は日本病院会の副会長をされて
おられますけど、当時のことを思い起こしていただいて、
常務理事の時に賛助会というものをどんなふうに感じて
おられましたか？ 

つという情報を発信したいというふうに言って。とにかく何
か事を起こさないと。
 事務局
コロナが出る直前には、協議会の正副会長と賛助会の正
副会長で、年に何回か、ざっくばらんな懇談をさせてくださ
いということで、いいねと。何かそういう雑談している中で、
何かお互いに良い、Ｗｉｎ－Ｗｉｎの関係ができるような何か
知恵が出るんじゃないのということで、ぜひやろうと言って
いて、コロナになって駄目になっちゃって。
 仙賀参与
日本病院会はやっていた。コロナになって１回無くなった
が、それまで年に２回ぐらい半蔵門のどこかのビルで食事
しながら、会長、副会長と、それから日本病院共済会堺先
生を筆頭に、そこの事務の人たちとで１０人ぐらいで色ん
な話し合いをしていて、それで共済会は、これからこういう
こともやっていきたいからというので、色 と々言っていました
ね。
 事務局
ぜひ、そういうのを、またできる時代に早くなってほしいなと
思います。オンラインでそういう思いって実はなかなか上
手く伝わらなくて、早く何とか。
ところで、コロナって、どんな着地点になりそうですか？
 仙賀参与
ワクチンをみんなが打っちゃえば、落ち着きますよ。ワクチ
ンを打つまでだね。

 仙賀参与
先月の日本病院会の常任理事会の時に、ある先生と自治
体病院協議会の現状の話をする機会があったんですよ。
今すべての会合がオンラインになっていて、新任の常務
理事は一度も顔を合わせたことがないねと。丸 １々年ね。
今年もう２年目になるんです。それは良くないのではと。結
局オンラインだと、どんな性格、どんな人柄なのかとか何も
つかめない。突然普通の病院長から全自病の常務理事
に推薦されてきて、全く新参者の立場で、自分から手を挙
げて喋るってことはなかなかできない。一方日本病院会
は、オンラインとリアルの二本立てでやっていて、本部に直
接行くことも可能なんです。オンラインだけでなくリアルで
の開催と上手く組み合わせながらでも舵取りをしていかな
きゃならないんじゃないのという話をしたら、同様の考えで
いると言っていました。私は、日本病院会でやっていること
で参考になるような取り組みがあれば、発信していければ
と考えています。
 事務局
本当にこの１年間、我々の賛助会も今まで実際にリアルで
顔を合わせてやっていたものがどんどんオンラインになっ
ていって、本当にお互いに顔が見えない。画面のところに
は小さく顔は見ているんですけど、分かんないんですよ
ね。何か、打てば響くみたいなものがない。
 仙賀参与
本当は慣れなきゃ駄目なんでしょうけどね。みんなチャット
の使い方とか、僕自身もよく分かっていないんだけども、そ
の場で意見を言うときにパッと画面上に手を挙げても、み
んな気がつかないからチャットを入れている。そのチャット
を見ること自体、誰もしない。だから一方通行ですよね。

聞き手：全国自治体病院協議会・賛助会
伊藤 誠 会長
藤本 陽子 副会長
松本 孝 副会長
神谷 進吾 広報委員

全国自治体病院協議会・賛助会の活動

新型コロナ感染拡大の影響により原則委任状による出席とし、役員会社のみ会場となる剛堂会館で参加して
開催されました。会員総数136社のうち委任状を含め計81社の出席により、第1号議案から第4号議案まで
審議され承認されました。

4月23日（金）　令和3年度 全国自治体病院協議会・賛助会 定時総会

賛助会から全国自治体病院協議会に対し、自治体病
院の発展を願って、賛助金の贈呈が行われました。

3月4日(木)　賛助金贈呈式

第１・２ブロック合同会議：6月23日（水）
第３ブロック会議：6月29日（火）
第５ブロック会議：7月7日（水）
昨年は開催見合わせとなりましたが、今年はオンライン・集合のハイブリッド形式で賛助会の活性化および会
員の交流を目的としてブロック会議を開催し、コロナ禍における各社営業活動状況、協議会及び賛助会への
要望等について意見交換が交わされました。

賛助会ブロック会議

協議会の地方毎（北海道、東北、関東、北陸・信越、近畿・東海、中国・四国、九州）に開催されるブロック会議にオ
ンラインにて出席しました。会議では共通議題である「新型コロナウイルス感染症の経験を踏まえた今後の
自治体病院のあり方」や各支部における検討事項について活発な意見交換が行われ、地域や病院が抱える課
題について知る貴重な場となりました。

全国自治体病院協議会ブロック会議への参加

コロナ禍において、どのように
コミュニケーションを図るべきなのか？

 仙賀参与
常務理事になったときに、賛助会というのはこういう形で
あって、これが自治体病院協議会をある面では支えてい
るんだよと。お互いにＷｉｎ－Ｗｉｎの形で、それぞれの会員
企業が病院の中に入り込めるようなとか、それから病院か
らお願いするようなこととか、そういうような意思疎通を、
もっと個別にそれぞれの自治体病院が、賛助会に加盟し
ている会社と交渉できるようになるような橋渡しを積極的
にやればいいなと思っていました。やっておられると思うん
ですけど、なかなかインパクトがね。それって日本病院会も
あんまり熱心じゃない。
ただ前の会長の堺常雄先生が、今は日本病院共済会と
いうのを一生懸命やっているじゃないですか。「日病モバ
イル」とか言って、ＰＨＳの代わりになるようなものを、日本病
院会の大道副会長がそういうのは自分が担当だからと
言って、病棟でそれぞれ看護師さんがスマホを持って、そ
れでパッパッと書き入れて、何か危ないときにはボタンを
ピッと押すと一斉にそれを持っている人に伝わるとか、そう
いうようなことをやっています。ぜひとも賛助会の会員会社
が、会社でどんなことをやっているかという一覧表みたい
なものを、自治体病院協議会雑誌を送るときに一緒に入
れていただいて、もっと広く発信してくれると、きっと病院も
助かることがあるんじゃないかな。
 事務局
専門分野の研修会があるじゃないですか。そこに、それ
を専門に取扱っている賛助会の会員が、受付の横で、会
社の紹介とか資料とかを配らせてもらえませんかみたい
なことで話したら、いいですよというところまで行ったんで
すが、コロナで全部オンライン会議になって、それがなく
なって、全然駄目になりました。コロナの影響で直接ＰＲに
行くにも今はなかなか難しいです。
 仙賀参与
賛助会として、こういう活動していきたいんだけど、この活
動が全国各地の自治体病院を運営していく上で役に立

賛助会では本誌広報「かけはし」の表紙写真を募集しております。
応募は随時、下記メールアドレスにて受け付けております。掲載作品は広報委員会と三役で協議の上決定致します。
なお応募作品につきましては、他用途への活用は一切行いません。皆様からの多数のご応募をお待ちしております。
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コロナ禍での会合の現状は…



公益社団法人　全国自治体病院協議会

仙賀 裕　参与　インタビュー

 事務局
例えば誰が口火を切ろうとしているとか、誰が言っている
ときに対して何か突っ込もうとしているときに、横にいるとな
んとなくその気配が伝わってきますが、オンラインでやって
いるとそういったことは全く伝わらないし、こっちが誰かに
指を差しても、誰を指差しているか分からない。
我々はそのようにして同じ空間にいることでコミュニケー
ションを取ってきたはずなんですよね。それで足りないとこ
ろをそうやって補ってきたと思うんです。人間って。
 仙賀参与
結局、コミュニケーションを取らなくても済むような何かの
書類を作るとか、エクセルで表を作るとか、そんなのは在
宅ワークでいいですね。でも言われたように、同じ空間で
コミュニケーションをとる中で、あいつは俺と気が合うとか、
あいつとは合わないなとか、そういうのが微妙にあって、そ
れでもなんか上手く回っていたような気もしますけどね。
自治体病院協議会の常務理事の先生たちって、病院長
になっている人たちだから“一国一城の主”なんですよ。人
を上手く引っ張っていくという能力があるからこそ病院長
になっているわけなので、外部に向かってバランスを取り
つつ、自分の病院の立ち位置を考えながら、地方だったら
どの病院が一番大きいとか、民間病院がないとか、民間
病院としのぎ合いで耐えていたりとか、そういう苦労や悩
みを一国一城の主になった人たちが、もっと自由に喋れる
ような場であったらいいなと。
そういう意味で、みんなに意見を言わせるような会合に
なってほしいなというふうに思います。
 事務局
今、我々は賛助会の役員として賛助会を何とか盛り上げ
ようとして頑張っている中で、先生も且つては協議会の常
務理事を務められて、今は日本病院会の副会長をされて
おられますけど、当時のことを思い起こしていただいて、
常務理事の時に賛助会というものをどんなふうに感じて
おられましたか？ 

つという情報を発信したいというふうに言って。とにかく何
か事を起こさないと。
 事務局
コロナが出る直前には、協議会の正副会長と賛助会の正
副会長で、年に何回か、ざっくばらんな懇談をさせてくださ
いということで、いいねと。何かそういう雑談している中で、
何かお互いに良い、Ｗｉｎ－Ｗｉｎの関係ができるような何か
知恵が出るんじゃないのということで、ぜひやろうと言って
いて、コロナになって駄目になっちゃって。
 仙賀参与
日本病院会はやっていた。コロナになって１回無くなった
が、それまで年に２回ぐらい半蔵門のどこかのビルで食事
しながら、会長、副会長と、それから日本病院共済会堺先
生を筆頭に、そこの事務の人たちとで１０人ぐらいで色ん
な話し合いをしていて、それで共済会は、これからこういう
こともやっていきたいからというので、色 と々言っていました
ね。
 事務局
ぜひ、そういうのを、またできる時代に早くなってほしいなと
思います。オンラインでそういう思いって実はなかなか上
手く伝わらなくて、早く何とか。
ところで、コロナって、どんな着地点になりそうですか？
 仙賀参与
ワクチンをみんなが打っちゃえば、落ち着きますよ。ワクチ
ンを打つまでだね。

 仙賀参与
先月の日本病院会の常任理事会の時に、ある先生と自治
体病院協議会の現状の話をする機会があったんですよ。
今すべての会合がオンラインになっていて、新任の常務
理事は一度も顔を合わせたことがないねと。丸 １々年ね。
今年もう２年目になるんです。それは良くないのではと。結
局オンラインだと、どんな性格、どんな人柄なのかとか何も
つかめない。突然普通の病院長から全自病の常務理事
に推薦されてきて、全く新参者の立場で、自分から手を挙
げて喋るってことはなかなかできない。一方日本病院会
は、オンラインとリアルの二本立てでやっていて、本部に直
接行くことも可能なんです。オンラインだけでなくリアルで
の開催と上手く組み合わせながらでも舵取りをしていかな
きゃならないんじゃないのという話をしたら、同様の考えで
いると言っていました。私は、日本病院会でやっていること
で参考になるような取り組みがあれば、発信していければ
と考えています。
 事務局
本当にこの１年間、我々の賛助会も今まで実際にリアルで
顔を合わせてやっていたものがどんどんオンラインになっ
ていって、本当にお互いに顔が見えない。画面のところに
は小さく顔は見ているんですけど、分かんないんですよ
ね。何か、打てば響くみたいなものがない。
 仙賀参与
本当は慣れなきゃ駄目なんでしょうけどね。みんなチャット
の使い方とか、僕自身もよく分かっていないんだけども、そ
の場で意見を言うときにパッと画面上に手を挙げても、み
んな気がつかないからチャットを入れている。そのチャット
を見ること自体、誰もしない。だから一方通行ですよね。

聞き手：全国自治体病院協議会・賛助会
伊藤 誠 会長
藤本 陽子 副会長
松本 孝 副会長
神谷 進吾 広報委員

全国自治体病院協議会・賛助会の活動

新型コロナ感染拡大の影響により原則委任状による出席とし、役員会社のみ会場となる剛堂会館で参加して
開催されました。会員総数136社のうち委任状を含め計81社の出席により、第1号議案から第4号議案まで
審議され承認されました。

4月23日（金）　令和3年度 全国自治体病院協議会・賛助会 定時総会

賛助会から全国自治体病院協議会に対し、自治体病
院の発展を願って、賛助金の贈呈が行われました。

3月4日(木)　賛助金贈呈式

第１・２ブロック合同会議：6月23日（水）
第３ブロック会議：6月29日（火）
第５ブロック会議：7月7日（水）
昨年は開催見合わせとなりましたが、今年はオンライン・集合のハイブリッド形式で賛助会の活性化および会
員の交流を目的としてブロック会議を開催し、コロナ禍における各社営業活動状況、協議会及び賛助会への
要望等について意見交換が交わされました。

賛助会ブロック会議

協議会の地方毎（北海道、東北、関東、北陸・信越、近畿・東海、中国・四国、九州）に開催されるブロック会議にオ
ンラインにて出席しました。会議では共通議題である「新型コロナウイルス感染症の経験を踏まえた今後の
自治体病院のあり方」や各支部における検討事項について活発な意見交換が行われ、地域や病院が抱える課
題について知る貴重な場となりました。

全国自治体病院協議会ブロック会議への参加

コロナ禍において、どのように
コミュニケーションを図るべきなのか？

 仙賀参与
常務理事になったときに、賛助会というのはこういう形で
あって、これが自治体病院協議会をある面では支えてい
るんだよと。お互いにＷｉｎ－Ｗｉｎの形で、それぞれの会員
企業が病院の中に入り込めるようなとか、それから病院か
らお願いするようなこととか、そういうような意思疎通を、
もっと個別にそれぞれの自治体病院が、賛助会に加盟し
ている会社と交渉できるようになるような橋渡しを積極的
にやればいいなと思っていました。やっておられると思うん
ですけど、なかなかインパクトがね。それって日本病院会も
あんまり熱心じゃない。
ただ前の会長の堺常雄先生が、今は日本病院共済会と
いうのを一生懸命やっているじゃないですか。「日病モバ
イル」とか言って、ＰＨＳの代わりになるようなものを、日本病
院会の大道副会長がそういうのは自分が担当だからと
言って、病棟でそれぞれ看護師さんがスマホを持って、そ
れでパッパッと書き入れて、何か危ないときにはボタンを
ピッと押すと一斉にそれを持っている人に伝わるとか、そう
いうようなことをやっています。ぜひとも賛助会の会員会社
が、会社でどんなことをやっているかという一覧表みたい
なものを、自治体病院協議会雑誌を送るときに一緒に入
れていただいて、もっと広く発信してくれると、きっと病院も
助かることがあるんじゃないかな。
 事務局
専門分野の研修会があるじゃないですか。そこに、それ
を専門に取扱っている賛助会の会員が、受付の横で、会
社の紹介とか資料とかを配らせてもらえませんかみたい
なことで話したら、いいですよというところまで行ったんで
すが、コロナで全部オンライン会議になって、それがなく
なって、全然駄目になりました。コロナの影響で直接ＰＲに
行くにも今はなかなか難しいです。
 仙賀参与
賛助会として、こういう活動していきたいんだけど、この活
動が全国各地の自治体病院を運営していく上で役に立
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公益社団法人　全国自治体病院協議会

仙賀 裕　参与　インタビュー

 事務局
例えば誰が口火を切ろうとしているとか、誰が言っている
ときに対して何か突っ込もうとしているときに、横にいるとな
んとなくその気配が伝わってきますが、オンラインでやって
いるとそういったことは全く伝わらないし、こっちが誰かに
指を差しても、誰を指差しているか分からない。
我々はそのようにして同じ空間にいることでコミュニケー
ションを取ってきたはずなんですよね。それで足りないとこ
ろをそうやって補ってきたと思うんです。人間って。
 仙賀参与
結局、コミュニケーションを取らなくても済むような何かの
書類を作るとか、エクセルで表を作るとか、そんなのは在
宅ワークでいいですね。でも言われたように、同じ空間で
コミュニケーションをとる中で、あいつは俺と気が合うとか、
あいつとは合わないなとか、そういうのが微妙にあって、そ
れでもなんか上手く回っていたような気もしますけどね。
自治体病院協議会の常務理事の先生たちって、病院長
になっている人たちだから“一国一城の主”なんですよ。人
を上手く引っ張っていくという能力があるからこそ病院長
になっているわけなので、外部に向かってバランスを取り
つつ、自分の病院の立ち位置を考えながら、地方だったら
どの病院が一番大きいとか、民間病院がないとか、民間
病院としのぎ合いで耐えていたりとか、そういう苦労や悩
みを一国一城の主になった人たちが、もっと自由に喋れる
ような場であったらいいなと。
そういう意味で、みんなに意見を言わせるような会合に
なってほしいなというふうに思います。
 事務局
今、我々は賛助会の役員として賛助会を何とか盛り上げ
ようとして頑張っている中で、先生も且つては協議会の常
務理事を務められて、今は日本病院会の副会長をされて
おられますけど、当時のことを思い起こしていただいて、
常務理事の時に賛助会というものをどんなふうに感じて
おられましたか？ 

つという情報を発信したいというふうに言って。とにかく何
か事を起こさないと。
 事務局
コロナが出る直前には、協議会の正副会長と賛助会の正
副会長で、年に何回か、ざっくばらんな懇談をさせてくださ
いということで、いいねと。何かそういう雑談している中で、
何かお互いに良い、Ｗｉｎ－Ｗｉｎの関係ができるような何か
知恵が出るんじゃないのということで、ぜひやろうと言って
いて、コロナになって駄目になっちゃって。
 仙賀参与
日本病院会はやっていた。コロナになって１回無くなった
が、それまで年に２回ぐらい半蔵門のどこかのビルで食事
しながら、会長、副会長と、それから日本病院共済会堺先
生を筆頭に、そこの事務の人たちとで１０人ぐらいで色ん
な話し合いをしていて、それで共済会は、これからこういう
こともやっていきたいからというので、色 と々言っていました
ね。
 事務局
ぜひ、そういうのを、またできる時代に早くなってほしいなと
思います。オンラインでそういう思いって実はなかなか上
手く伝わらなくて、早く何とか。
ところで、コロナって、どんな着地点になりそうですか？
 仙賀参与
ワクチンをみんなが打っちゃえば、落ち着きますよ。ワクチ
ンを打つまでだね。

 仙賀参与
先月の日本病院会の常任理事会の時に、ある先生と自治
体病院協議会の現状の話をする機会があったんですよ。
今すべての会合がオンラインになっていて、新任の常務
理事は一度も顔を合わせたことがないねと。丸 １々年ね。
今年もう２年目になるんです。それは良くないのではと。結
局オンラインだと、どんな性格、どんな人柄なのかとか何も
つかめない。突然普通の病院長から全自病の常務理事
に推薦されてきて、全く新参者の立場で、自分から手を挙
げて喋るってことはなかなかできない。一方日本病院会
は、オンラインとリアルの二本立てでやっていて、本部に直
接行くことも可能なんです。オンラインだけでなくリアルで
の開催と上手く組み合わせながらでも舵取りをしていかな
きゃならないんじゃないのという話をしたら、同様の考えで
いると言っていました。私は、日本病院会でやっていること
で参考になるような取り組みがあれば、発信していければ
と考えています。
 事務局
本当にこの１年間、我々の賛助会も今まで実際にリアルで
顔を合わせてやっていたものがどんどんオンラインになっ
ていって、本当にお互いに顔が見えない。画面のところに
は小さく顔は見ているんですけど、分かんないんですよ
ね。何か、打てば響くみたいなものがない。
 仙賀参与
本当は慣れなきゃ駄目なんでしょうけどね。みんなチャット
の使い方とか、僕自身もよく分かっていないんだけども、そ
の場で意見を言うときにパッと画面上に手を挙げても、み
んな気がつかないからチャットを入れている。そのチャット
を見ること自体、誰もしない。だから一方通行ですよね。

聞き手：全国自治体病院協議会・賛助会
伊藤 誠 会長
藤本 陽子 副会長
松本 孝 副会長
神谷 進吾 広報委員

全国自治体病院協議会・賛助会の活動

新型コロナ感染拡大の影響により原則委任状による出席とし、役員会社のみ会場となる剛堂会館で参加して
開催されました。会員総数136社のうち委任状を含め計81社の出席により、第1号議案から第4号議案まで
審議され承認されました。

4月23日（金）　令和3年度 全国自治体病院協議会・賛助会 定時総会

賛助会から全国自治体病院協議会に対し、自治体病
院の発展を願って、賛助金の贈呈が行われました。

3月4日(木)　賛助金贈呈式

第１・２ブロック合同会議：6月23日（水）
第３ブロック会議：6月29日（火）
第５ブロック会議：7月7日（水）
昨年は開催見合わせとなりましたが、今年はオンライン・集合のハイブリッド形式で賛助会の活性化および会
員の交流を目的としてブロック会議を開催し、コロナ禍における各社営業活動状況、協議会及び賛助会への
要望等について意見交換が交わされました。

賛助会ブロック会議

協議会の地方毎（北海道、東北、関東、北陸・信越、近畿・東海、中国・四国、九州）に開催されるブロック会議にオ
ンラインにて出席しました。会議では共通議題である「新型コロナウイルス感染症の経験を踏まえた今後の
自治体病院のあり方」や各支部における検討事項について活発な意見交換が行われ、地域や病院が抱える課
題について知る貴重な場となりました。

全国自治体病院協議会ブロック会議への参加

コロナ禍において、どのように
コミュニケーションを図るべきなのか？

 仙賀参与
常務理事になったときに、賛助会というのはこういう形で
あって、これが自治体病院協議会をある面では支えてい
るんだよと。お互いにＷｉｎ－Ｗｉｎの形で、それぞれの会員
企業が病院の中に入り込めるようなとか、それから病院か
らお願いするようなこととか、そういうような意思疎通を、
もっと個別にそれぞれの自治体病院が、賛助会に加盟し
ている会社と交渉できるようになるような橋渡しを積極的
にやればいいなと思っていました。やっておられると思うん
ですけど、なかなかインパクトがね。それって日本病院会も
あんまり熱心じゃない。
ただ前の会長の堺常雄先生が、今は日本病院共済会と
いうのを一生懸命やっているじゃないですか。「日病モバ
イル」とか言って、ＰＨＳの代わりになるようなものを、日本病
院会の大道副会長がそういうのは自分が担当だからと
言って、病棟でそれぞれ看護師さんがスマホを持って、そ
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新入会社紹介

炭平コーポレーションは建設の材料を取り扱っている商社
です。幅広い商品数と豊富な在庫量でお客様のニーズに応
じた商品を提供するとともに、建材に付随する工事も手が
けることで、住環境や社会のインフラを支えています。B to 
B ビジネスが事業の中心ではありますが、お客様である工
務店やゼネコンのその先にいるエンドユーザーの思いやト
レンドを把握し、地域に密着した一流のサービスを展開して
社会的分野に幅広く貢献しています。

炭平コーポレーション株式会社

https://www.sumihei.co.jp/第2ブロック第2ブロック

当賛助会は、公益社団法人全国自治体病院協議会への協力と自治体病院の発展に寄与すること
を目的としています。
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協和医科器械㈱
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GEヘルスケア・ジャパン㈱
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㈱理舎

第2
ブロック 設備部門

（39社）

第4
ブロック 製薬部門

（9社）
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持田製薬㈱
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（33社）
㈱アートネイチャー
㈱ＩＮＥ
㈱アイシーエム
㈱アペックス
㈱アメニティ
㈱インフォマート
㈱ヴァイタス
㈱エヌジェーシー
㈱エフエスユニマネジメント
㈱MHA
㈱エラン
㈱LSIメディエンス
㈱グローバルヘルスコンサルティング・ジャパン
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㈱サンワ
㈱シード・プランニング
㈱ジェイワールドトラベル

第3
ブロック 設計建築部門

（28社）
㈱梓設計
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㈱伊藤喜三郎建築研究所
㈱医療開発研究所
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鹿島建設㈱
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㈱佐藤総合計画　
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大和リース㈱
㈱竹中工務店
戸田建設㈱
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㈱内藤ハウス
西松建設㈱
㈱藤木工務店
㈱フジタ
㈱プラスPM
㈱松田平田設計
㈱松村組
三井住友建設㈱
㈱村田相互設計
㈱山田綜合設計
㈱横河建築設計事務所

※各会員企業へのご連絡・ご相談は・・・ 
会長会社　　　　　　　㈱伊藤喜三郎建築研究所
副会長会社（会計）　　　㈱エヌジェーシー
副会長会社（総務）　　　富士電機㈱

公益社団法人全国自治体病院協議会と共に54年

全国自治体病院協議会・賛助会

会員数 134社　2021年9月1日現在

全国自治体病院協議会・賛助会
http://www.jmha-p.net/
QRコードで確認できます

2021年度 三役会社

㈱じほう
㈱ジャパンビバレッジホールディングス
㈱ソラスト
大日商事㈱
㈱トーカイ
㈱ニチイ学館
㈱日本経営戦略人事コンサルティング
日本調剤㈱
富士産業㈱
ベストワールド㈱
㈱ホスピタルヘルスケア
㈱丸井工文社
メディカル・データ・ビジョン㈱
八尾医療PFI㈱
㈱リブドゥコーポレーション

アーパス技研工業㈱
㈱アイホー
アイホン㈱
アズビル㈱
アルファエネシア㈱
㈱アルメックス
㈱S&Sエンジニアリング
㈱荏原製作所
㈱オカムラ
㈱くろがね工作所
㈱ケアコム
コクヨ㈱
コマニー㈱
斎久工業㈱
三建設備工業㈱
㈱三晃空調
シーホネンス㈱
三和シヤッター工業㈱
炭平コーポレーション㈱
㈱スローライフジャパン
㈱セントラルユニ
ダイダン㈱

高砂熱学工業㈱
田島ルーフィング㈱
東西化学産業㈱
㈱中西製作所
日本空調システム㈱
㈱日本シューター
日本調理機㈱
能美防災㈱
㈱パートナ
パラマウントベッド㈱
不二サッシ㈱
㈱フジマック
フランスベッド㈱
文化シヤッター㈱
ホシザキ東京㈱
㈱ＬＩＸＩＬ
ＹＫＫＡＰ㈱

会社ＨＰ

メディカル・データ・ビジョンという社名には、“豊富な実証
データに基づいた医療の実現”という意味がこめられていま
す。当社は2003年の創業以来、膨大に蓄積された医療・健
康情報を有効活用することが、今以上の医療の質向上、ひ
いては生活者にとってのメリット創出につながると考え、事
業を展開してまいりました。そしてその先に目指すのは、

「生活者が、生涯を通じて自身の医療・健康情報を把握でき
る社会」「それらの情報をもとに、自身で医療・健康分野の
サービスを選択できる社会」です。

メディカル・データ・ビジョン株式会社

https://www.mdv.co.jp/第５ブロック第５ブロック 会社ＨＰ

　当全国自治体病院協議会・賛助会は全国自治体病院協議会が1962年4月に設立されたのを受け、自治体病院の発展に寄与
することを目的とし、1968年7月17日に病院関連の有志企業によって結成されました。 
　現在は134社（2021年9月1日現在）が加入し協議会会員である自治体病院に対し医療にかかわる情報の提供、業務改善提
案、学会、研究会、講習会、展示会等に対する協力等の事業を行っています。又、様々な行事を通し会員相互の向上を図るための
活動も積極的に行っています。 

2021年9月現在、新型コロナ感染拡大防止の観点より、上記活動を自粛あるいは形式を変えての開催とさせて
いただいております。
最新の活動状況は賛助会ウェブサイト上でお知らせしておりますので、ご確認下さい。

１ 定時総会（年次活動報告、収支報告、監査報告）
２ 協議会との意見交換会
３ 研修会（講演会、病院見学会等）
４ 新春賀詞交歓会
５ 全国自治体病院学会やブロック会議への参加
６ 協議会との情報交換会（協議会に対し最新事例や業界最新動向・情報を発信）
７ 寄付活動（協議会及び学会へ）

「賛助会の成り立ち」 

主な活動

Japan Municipal Hospital 
Association・Partners

全国自治体病院協議会・賛助会広報誌
http://www.jmha-p.net/

Vol.13
秋
2021年

賛助会活動報告／賛助会会員名簿

撮影：賛助会 第１ブロック　河尻浩司氏
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新入会社紹介

公益社団法人  全国自治体病院協議会
仙賀 裕  参与  インタビュー

●新たに加わった2社の紹介

理念

基本方針

会員
病院事業に関わる事業を
営む者で本会の主旨を十
分に理解した法人です

①協議会と協議会所属病
院が行う事業に対し協
力します

②会員を対象とする研修
会等を実施します

③その他本会の目的達成
のため必要な事業を行
います

公益社団法人全国自治体
病院協議会と自治体病院
の発展に寄与することを目
指します

自治体病院とともに54年

https://www.sumihei.co.jp/
https://www.mdv.co.jp/
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